
ヘッドライン・ニュース

◆９月会議のお知らせ…………………❷
◆議第64号放課後児童クラブ討論……❸
◆令和３年度一般会計決算報告…❹～❺
◆７月会議のお知らせ…………………❻
◆町政を問う　一般質問…………❼～15
◆声の広場………………………………16

発行　鏡野町議会
2022年（令和4年）11月１日

みずりんおゆりん

か が み の 議 会 だ よ り
Kagamino town council newsKagamino town council news

の
議会HPへアクセスします議会HPへアクセスします

第14号第14号



かがみの議会だより・第14号 2

健全化判断比率 
実質赤字比率 
連結実質赤字比率 
実質公債費比率 
将来負担比率

（単位：％）
早期健全化基準比率

13.88
18.88
25.00
350.00

令和３年度各比率
-
-
11.5
30.5

９月会議で決まりました９月会議で決まりました
９月５日～９月26日に定例会議が招集され13件の議案が審査されました。
３議案は全会一致で可決となり、２議案は過半数で修正可決となり、陳情１件は
全会一致で採択となりました。　

令和４年９月会議（定例会議）賛否の公表
報告

報告 報告第５号
　鏡野町が出資している法人の経営状況について
報告第６号
　令和３年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の
　報告について

補正予算

条例の一部改正について

原案
可決

修正
可決

議第63号
　鏡野町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に
　ついて

議第64号
　鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例
　の一部改正について

修正
可決

原案
可決

議第69号
　令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算にそれぞれ1億8900万円追加し
　123億9100万円とする

諮問

適任 諮問第２号
　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
　いて

陳情

採択 陳情第８号　
　免税軽油制度の継続を求める意見書提出の陳情書

意見書の提出

原案
可決

発議第６号
　免税軽油制度の継続を求める意見書

議第64号、議第69号は修正案にて可決となりました。

議第70号
　令和４年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算
 （第２号）
　事業勘定の歳入歳出にそれぞれ5388万円追加し
　15億9292万円とする

令和３年度決算の認定について

認定 議第65号
　令和３年度鏡野町一般会計及び特別会計歳入歳出決
　算の認定について
議第66号
　令和３年度鏡野町国民健康保険病院事業会計決算の
　認定について
議第67号
　令和３年度鏡野町水道事業会計決算の認定について
議第68号
　令和３年度鏡野町下水道事業会計決算の認定について

・実質赤字及び連結実質赤字が発生しない場合は、「 - 」で表示。
・健全化判断比率が、早期健全化基準数値の一つでも上回る場合
　には、早期健全化団体として自主的な改善努力が義務付けられる。

■令和４年９月26日　議第64号

修正案
可決

令和４年
９月26日

鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例に対する修正案

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名
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岸
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【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：採決なし　   ※原議長は採決に加わりません

■令和４年９月26日　議第69号

■令和３年度健全化判断比率

修正案
可決

令和４年
９月26日

令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第３号）
修正案

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名
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【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：採決なし　   ※原議長は採決に加わりません
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かがみの議会だより・第14号3

●修正案が出された経過とその内容
　町長から提出された議案には、令和５年４月から児童クラブを業務委託するために、管理条例
には民間委託を可能にする条項が追加され、補正予算には令和８年３月まで民間委託を継続できる
ようにする予算が計上されていました。民間委託ができないようにするために、関連する部分を
削除する修正案が文教厚生常任委員会から提出され、採決の結果、賛成多数で可決となりました。

議案の修正とは？
　町長から議会に議案の提出があった場合、本会議
及び常任委員会で審査し、議決を行います。
　議案の内容に対し、議員（委員）は必要に応じて
議案を修正することができます。
　修正案は、最終的に本会議
で採決され、賛成多数で可決
となります。

鏡野町放課後児童クラブの運営を業務委託することに
反対するため、議第64号管理条例改正案と議第69号
一般会計補正予算案を修正議決しました。

町 長 提 出 議 案 に 賛 成 修 正 案 に 賛 成

山本：最初から反対。みんなの意見を聞いて
いない。また、議会には議論の時間が保障
されず議会を「ないがしろ」にしている。
指導員不足などの事態が起こる可能性が
あったのならもっと前に示すべきではな
かったのか。
片田：移行期間があまりに短い。指導員、保
護者の声に耳を傾けてほしい。強引な進め
方に納得できない。現場には混乱と不信感。
これで、子育て・暮らしにやさしい鏡野町
と言えるのか。アンケートも短期間の回収
で回収率も9.6％と低過ぎる。
藤田：人間相手の仕事は双方の信頼関係で成
り立つもの。現在の児童クラブの指導員は
町職員として誇りをもって取り組まれ、自
主的に高め合う努力をされている。行政は、
すべての職員が意欲をもって仕事ができる
よう支援すべき。
仲西：アンケートを会期中にとるなど、そも
そも提案の準備不足だ。委託することしか
出さず、人員不足の説明も疑問だ。利用者
に説明もせずのアンケート。「待機児童が
出る」との説明も許せない。
飯綱：鏡野町らしい地域性の特色ある児童ク
ラブが来年からも続いてほしいと願う。大
手企業への民間委託が町の子どものために
なるのか、現時点で確信がもてない。また、
参入してうまくいくという説明の妥当性に
疑問をもつ。
難波：一連の流れに疑問を感じる。８月17
日の全員協議会での説明で指導員の声や保
護者アンケートが示されるべきだった。民
間委託に反対ではないが、意見を丁寧に
拾って提案してほしかった。
花房：あまりに不確実要素が多く、不安であ
る。子どもに関することは、しごく慎重に
すべきだ。現時点で賛成できない。

岸：人材確保と指導力、資質向上のために日
常的な指導員不足を解消し、休止になるク
ラブが出ないように安定的に運営するため
に原案に賛成する。先送りすれば、契約条
件が悪くなるかもしれない。
鈴木：２回目の保護者アンケートでは賛成
13、反対６、こだわらない35だった。多
くはどちらでもよいと考え、回答しなかっ
たのではないか。求人募集を様々な方法で
でき、指導員不足による待機児童の発生が
防げる。業務委託なので町が的確に管理で
き、議会もチェックできる。
牧田：付託された常任委員会で児童クラブを
視察し、アンケートを実施。審査も延長し
た。賛成は反対の２倍。指導員確保が難し
ければ民間委託も選択肢の一つとしてサー
ビスを継続する必要がある。
長石：全員協議会で説明を受けたとおり、企
業のもつ多様なプログラムなど、信頼でき
る民間業者に委託できる。２回目のアン
ケートでも「どちらでもよい」が多かった。
主役の子どもにとってよければ民間委託で
よい。
岡田：今までの原案賛成の討論と気持ちは同
じ。ただ、執行部の不手際は否めない。

採決前に行われた「討論」での各議員の発言要旨は次のとおりです。
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かがみの議会だより・第14号 4

歳入　128億7887万円
（令和２年度額  143億7098万円）

令和３年度　歳入決算

町税  15.4%
19億8952万円

分担金及び負担金  1.6%
2億161万円

繰入金  3.8%
4億8466万円

繰越金  3.3%
4億2903万円
諸収入  1.4%
1億8198万円

地方譲与税  1.3%
1億7171万円
地方消費税交付金  2.4%
3億433万円

寄附金・使用料
及び手数料  0.6%
6867万円

財産収入  0.6%
7236万円

地方交付税  41%
52億8674万円

町債  6.9%
8億8495万円

その他（配当割交付金他）0.7%
8703万円

国庫支出金  13.8%
17億7717万円

県支出金  7.3%
9億3911万円

歳入歳出差引残額7億1269万円のうち3億5000万円は基金へ。

財政の弾力性を判断する指数75～80%が健全とされる
84.3%経常収支比率

18%以上は町債の発行に県の許可が必要
11.5%実質公債費比率 地方交付税・環境性能割

交付金・ゴルフ場利用税
交付金・国庫支出金など

73.4%依存財源
94億5104万円

町税・財産収入・寄附金
繰入金・繰越金など

26.6%自主財源
34億2783万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など私たち
が町に直接払っている
税金です。

自治体の規模や財政に応じて
国から交付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

町の借り入
れ金です。

歳入（収入）

自主財源

128億
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歳出　121億6617万円

令和３年度　歳出決算
（令和２年度額　134億4195万円）

総務費  12.1%
14億7694万円

議会費  0.8%
9495万円

農林水産業費  10.4%
12億6029万円

労働費  0.1%
1150万円

衛生費  6.9%
8億4268万円

民生費  22.9%
27億8458万円

※グラフ中の金額は万円単位とし、単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しないことがあります。

公債費  14.7%
17億8317万円

歳出（支出）

災害復旧費  0.2%
2998万円

土木費  9.6%
11億6199万円

消防費  2.4%
2億8627万円

教育費  15.9%
19億3978万円

商工費  4.1%
4億9406万円

　一般会計において、経常収支比率は84.3％で昨年度よ
り0.7ポイント改善されているものの、財政構造の硬直
化の現象は依然として危惧される。
　実質公債費比率は11.5で昨年度と比較して0.1ポイン
ト上昇しており、直近の3年間では緩やかな上昇傾向と
なっている。
　歳入総額に占める地方税等の自主財源は、前年度と比
較して4.0ポイント減の26.6％で、地方交付税・国県支
出金・町債等の依存財源が73.4％を占めており、依然と
して依存財源に頼った財政運営となっており、自主財源
の確保が課題となっている。
　今後の行財政運営においては、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、経済状況の先行きが見通せない
中、税収も大幅に減額となることが想定される。また、
地方債の償還額増加により財政状況の悪化も懸念される。
　このような状況下で、今後町財政を圧迫することが確
実に見込まれる公共施設の改修、改築等については、公
共施設個別計画において利用需要に見合った適正な整備
や、大規模改修が短期間に集中しないよう将来を見据え
た計画的な管理が求められる。
　さらには、行財政改革を含め、町政を継続運営するた
めの適正な財政規模を検討するなど、将来に向けて次世
代に負担を残さない財政の運営と、健全化を目指すこと
が重要である。　　　　　　　　　　  　（長石　幸男）

議会選出監査委員から一言

借り入れの
返済金です。

ごみ・し尿の
処理費等です。

福祉に使う
お金です。
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高校生等生活応援給付金給付事業
１６０９万円

　原油・物価高に直面する、高校生等を監護する
世帯を支援するため、生活応援給付金の給付を実
施。高校生等（学校教育法に定める「高等学校」
「中等教育学校の後期課程」「特別支援学校の高
等部」「高等専門学校の第１学年から第３学年」
に在籍する者、または扶養義務者の両方またはい
ずれかが鏡野町に住所を有する者に１人につき１
回限りとして、５万円を給付する。

園芸作物省エネ機器導入対策補助金
２２５０万円

　燃料価格高騰に対応した環境づくりを推進する
ため、加温設備を有する施設園芸農家の省エネに
資する資器材の導入に対する支援を行う。

鏡野町学校給食協働調理場経常管理費
６７８万６千円

　食材費高騰に対して、値上がり部分の負担を保護者に求めないこととし、学校給食費の負担を軽減する
ことによる子育て世帯に対する支援。

農業資材高騰対策補助金
３１８８万４千円

　農業資材高騰による影響を緩和するため、水稲
作付者、施設園芸者に対する支援を行う。
 令和４年度営農計画書提出者で、水稲作付面積
（主食用米、飼料用米、加工用米、WCS用稲）
 １０a超の農家。交付対象面積（※１）×交付単
価３,０００円／10a 
※１　水稲作付面積から自家消費分（保有米）等
　　　として一律10aを控除した面積。

　町内に加温ハウスを有する施設園芸農家のうち、
認定農業者、認定新規就農者、または10a以上
の加温ハウスを有する方。町内の加温ハウスで使
用するために購入したＡ重油等（※２）
　１ℓあたり１５円。ただし、交付金の上限額は
２００万円とします。
※２　令和３年９月～令和４年６月に購入したも
　　　のに限る。

７月会議で決まりました７月会議で決まりました
７月15日に随時会議が招集され２件の議案が審査され、全会一致で可決されました。

令和４年７月会議（定例会）賛否の公表

工事請負契約の締結

令和４年度７月補正予算

補正予算
議第61号
　令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）

○多目的公園便所棟他建築工事
　契約金額　１億３０９０万円　
　契約の相手方　株式会社　鏡水

現在工事中の（仮称）多目的公園の一部が
10月１日よりプレOPENしました。

契約

令和４年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）

原案
可決

注目
事業

原案
可決

議第62号
　工事請負契約の締結について
　（多目的公園便所棟他建築工事）

９

月

会

議

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



かがみの議会だより・第14号7

答答 答答問問

答答問問 問問

仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員

今後の状況を見て考えたい

もう一度、アンケートをするべきだと
思うがどう考えているのか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

問問答答 答答

答答 問問

　
　
　
民
間
委
託
の
構
想

　
　
を
い
つ
頃
か
ら
検
討

し
て
い
た
の
か
。
２
回
の

全
員
協
議
会
の
説
明
で
、

納
得
で
き
る
説
明
が
で
き

た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
全
員
協
議
会
で
の

説
明
に
つ
い
て
は
、
１
回

目
の
説
明
が
不
十
分
だ
っ

た
た
め
、
２
回
目
に
改
め

て
説
明
を
し
た
。

　
　
　
そ
も
そ
も
、
そ
の

　
　

計
画
自
体
が
甘
い
。

何
故
も
っ
と
早
い
時
期
か

ら
議
論
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
。
他
の
議
論
が
も
っ

と
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
き
た
の
が
平
成
31

年
度
。
当
時
は
受
け
入
れ

る
業
者
が
少
な
く
、
選
択

肢
が
な
か
っ
た
の
で
、
提

案
に
至
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
こ
と
も
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　
　
　
問
題
点
を
改
善
す

　
　
る
た
め
の
方
策
の
中

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

民
間
委
託
も
あ
る
と
思
う

が
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た

の
な
ら
、
ま
ず
議
論
し
、

改
善
す
る
こ
と
を
考
え
た

結
果
、
民
間
委
託
も
一
つ

の
方
法
と
い
う
結
論
に
至

る
の
が
常
識
的
な
話
だ
。

　
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
を

重
要
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
違
う
考
え
が
あ
る

は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
ど
う

考
え
る
か
。
今
の
答
弁
で

は
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
、
正
し
い
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
た
。
受

け
入
れ
る
業
者
が
な
い
の

で
断
念
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　
　
　
私
の
質
問
の
意
図

　
　
を
理
解
し
て
い
な
い
。

業
者
に
委
託
す
る
前
に
他

に
検
討
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

話
だ
。
そ
の
上
で
、
民
間

委
託
す
る
と
い
う
の
も
一

つ
の
手
段
だ
。
他
に
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
他
の
考
え
は
、
当

方
と
し
て
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
も
っ
と
、
早
い
段

　
　
階
で
保
護
者
や
指
導

者
と
議
論
す
る
べ
き
だ
っ

た
。

　
そ
の
内
容
を
検
証
し
た

上
で
、
理
由
づ
け
を
し
て

委
託
を
す
る
と
い
う
の
が

本
当
の
流
れ
で
は
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
待
機
児
童
が
出
る

の
で
は
と
、
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
。

職
員
は
か
な
り
時
間
を
割

い
て
対
応
を
し
て
い
た
。

行
政
で
は
対
応
し
切
れ
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
全
て
に
反
対
し
て

　
　
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
っ
か
り
議
論
を
行
っ
た

上
で
、
理
由
づ
け
を
し
て

欲
し
い
。　

　
我
々
も
町
民
の
方
々
の

代
表
と
し
て
そ
の
話
を
聞

い
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

し
た
説
明
、
理
由
づ
け
が

な
い
と
賛
同
で
き
な
い
。

今
の
進
め
方
に
私
は
疑
問

を
持
っ
て
い
る
。
抽
出
し

た
意
見
を
聞
く
だ
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
す
る
の
は
、

全
く
意
味
が
な
い
。
ど
ち

ら
の
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
進
め
て
い
る
の
か
と
い

う
の
を
し
っ
か
り
考
え
て

欲
し
い
。

　
も
う
一
度
ア
ン
ケ
ー
ト

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
そ
の
件
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
状
況
を
見
て

考
え
た
い
。

　
　
　
利
用
者
の
方
が
困

　
　

っ
て
い
る
こ
と
や
、

も
っ
と
改
善
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
を
し
っ
か
り
集

め
る
べ
き
だ
。
行
政
が
委

託
し
た
い
だ
け
に
し
か
思

え
な
い
。
総
合
戦
略
で
は
、

今
ま
で
子
育
て
支
援
の
充

実
と
か
、
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
環
境
と
い
う
の

が
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
子
育
て
支
援
課

の
業
務
効
率
化
が
優
先
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る

と
思
う
が
、
委
員
会
の
議

員
に
も
、
行
政
側
に
も
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
環

境
を
目
指
し
て
議
論
を
し

て
ほ
し
い
。

問問

意見意見

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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答答答答 問問問問

答答 答答問問問問

答答答答 問問問問

答答

片田 八重美［かたた やえみ］議員

多くの意見や要望が届くような事態が
くれば検討したい

大規模な風力発電事業だからこそ、各センターに
声を届けられる窓口が必要ではないか

質問質問

答弁答弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

答答
　
　
　
風
力
発
電
事
業
計

　
　
画
に
つ
い
て
、
ど
れ

く
ら
い
の
町
民
が
認
識
し

て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
ど
れ
く
ら
い
の
町

民
が
認
識
し
て
い
る
か
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
事

業
者
が
住
民
説
明
会
な
ど

実
施
し
た
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
。
令
和
３
年
９
月

に
富
地
区
、
羽
出
地
区
の

説
明
会
に
15
名
が
参
加
。

同
年
11
月
と
12
月
に
富
、

羽
出
地
区
の
役
員
へ
の
説

明
会
。
更
に
は
、
要
望
が

あ
り
富
地
区
住
民
向
け
に

事
業
説
明
資
料
を
回
覧
。

同
月
に
羽
出
地
区
全
戸
に

も
配
布
し
た
。
令
和
４
年

４
月
に
は
、
環
境
影
響
評

価
方
法
書
に
関
す
る
説
明

会
が
あ
り
、
富
地
区
は
28

名
の
参
加
。
羽
出
地
区
は

22
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

６
月
に
は
、
町
内
の
同
好

会
な
ど
に
説
明
し
数
名
参

加
し
て
い
る
。

　
　
　
何
よ
り
、
事
業
を

　
　
町
民
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

町
と
し
て
で
き
る
告
知
方

法
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
事
業
が
進
ん
で
行

け
ば
、
着
工
ま
で
に
環
境

影
響
評
価
方
法
書
、
評
価

書
の
縦
覧
の
情
報
な
ど
、

町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。
そ
の
他

の
事
業
告
知
は
事
業
者
が

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
町
民
に
理
解
し
て

　
　
も
ら
う
に
は
、
広
報

紙
に
風
力
発
電
事
業
内
容

を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
た

り
、
鏡
野
テ
レ
ビ
で
紹
介

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
け
に
、
十
分
議
論
し
な

が
ら
広
報
し
た
い
。
方
法

に
つ
い
て
は
、
事
業
段
階

で
考
慮
し
た
い
。

　
　
　
町
が
事
業
主
体
で

　
　
な
い
の
で
、
業
者
か

ら
富
地
区
、
羽
出
地
区
の

区
長
幹
事
に
事
業
相
談
な

ど
が
来
て
い
る
と
聴
い
た
。

町
は
、
こ
の
事
業
を
ど
こ

ま
で
、
区
長
幹
事
に
委
ね

て
い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
が
、
区
長
幹
事

に
本
事
業
を
委
ね
て
は
い

な
い
。
説
明
会
の
連
絡
や
、

必
要
な
情
報
を
届
け
る
役

割
を
区
長
幹
事
に
お
願
い

し
て
い
る
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。

　
　
　
し
か
し
、
大
規
模

　
　
な
事
業
だ
け
に
、
関

係
す
る
区
長
幹
事
ら
は
、

窓
口
に
な
る
こ
と
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ

が
。

　
　
町　
長

　
　
　
あ
る
区
長
と
話
し

た
。
町
が
事
業
主
体
で
な

い
の
で
、
賛
成
、
反
対
は

言
え
な
い
。
行
政
が
進
ん

で
出
る
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
区
長

幹
事
も
分
か
っ
て
い
る
と

思
う
。
業
者
が
ど
の
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
か
は
、

知
る
由
も
な
い
。

　
　
　
工
事
か
ら
風
車
設

　
　
置
後
の
20
年
間
の
責

任
は
業
者
に
あ
る
と
思
う

が
、
撤
去
後
の
責
任
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
撤
去
後
の
責
任
は

土
地
所
有
者
に
あ
る
が
、

契
約
の
内
容
等
に
よ
り
異

な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
予
定
で
は
、
令
和

　
　
７
年
か
ら
工
事
が
始

ま
り
10
年
か
ら
20
年
間
稼

働
と
な
る
。
そ
の
間
災
害

や
健
康
被
害
な
ど
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
町
か
ら
の
指
導
な

ど
で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
基
本
的
に
は
、
事

業
者
と
土
地
所
有
者
の
契

約
条
項
の
中
で
う
た
わ
れ

る
べ
き
も
の
。
大
半
が
国

有
林
で
あ
り
、
国
が
判
断

す
る
こ
と
で
あ
る
。
町
は

指
導
は
で
き
な
い
の
で
、

意
見
書
な
ど
で
述
べ
て
い

る
。

　
　
　
風
車
を
25
基
設
置

　
　
す
る
と
、
20
年
間
固

定
資
産
税
が
町
に
入
る
。

も
し
も
の
備
え
に
、
「
風

力
基
金
」
と
言
う
名
目
で

積
み
立
て
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
町　
長

　
　
　
先
の
こ
と
な
の
で

考
え
て
い
な
い
。

あ
る
会
の
声
を
紹
介

　
十
分
な
話
し
合
い
も
な

く
、
住
民
置
き
去
り
で
計

画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

と
て
も
不
安
。
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
必
要
な

こ
と
だ
が
、
そ
の
た
め
の

自
然
破
壊
に
矛
盾
を
感
じ

る
。
事
業
者
は
20
年
後
の

現
状
復
帰
を
う
た
う
が
、

天
然
林
は
伐
採
し
て
元
に

戻
る
に
は
４
０
０
年
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
貴

重
な
自
然
環
境
、
私
た
ち

の
生
活
、
健
康
を
犠
牲
に

し
て
い
い
の
か
。
業
者
、

行
政
、
地
域
み
ん
な
で
専

門
家
を
交
え
た

話
し
合
い
の
場

を
求
め
た
い
。

問問問問

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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答答

問問

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

地方創生人材制度を活用して要請したが、
マッチングができなかった。町村会から
県に対し、人材派遣の要請をしている

鏡野町におけるデジタル人材の現状、今後の方針は質問質問

答弁答弁

答答

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

　
　
市
国
家
構
想
に
つ
い

て
、
町
自
ら
目
指
す
べ
き

理
想
像
を
描
き
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
鏡
野
町
の

現
状
で
描
い
て
い
る
理
想

像
、
今
後
の
取
り
組
み
方

針
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
地
方
創
生

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
、
町
北
部
地
域
で

観
光
拠
点
を
整
備
し
、
そ

の
観
光
交
流
拠
点
施
設
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
も
可
能
に
な

る
よ
う
に
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環

境
を
整
備
す
る
、
地
方
を

支
え
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
４
年
６
月
に
公
表
さ

れ
た
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
実
現
基
本
計
画

（
案
）
で
は
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
を

構
想
の
総
合
戦
略
と
し
て
、

改
定
さ
れ
、
地
域
社
会
、

課
題
解
決
、
魅
力
向
上
の

取
り
組
み
を
よ
り
高
度
あ

る
い
は
効
率
的
に
推
進
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方

創
生
の
各
種
交
付
金
に
つ

い
て
も
、
令
和
５
年
度
か

ら
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
と
一
体
化

さ
せ
る
内
閣
府
の
概
算
要

求
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
基

盤
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
計
画
、
誰
一
人
残

さ
な
い
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

　
　
市
国
家
基
本
方
針
で

は
、
地
方
公
共
団
体
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
自
主

的
、
主
体
的
に
地
方
創
生

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
デ

ジ
タ
ル
実
装
を
通
じ
た
解

決
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

地
方
財
政
計
画
に
所
要
額

を
計
上
し
、
地
方
財
政
措

置
を
講
ず
る
と
あ
り
、
早

急
に
課
題
の
掘
り
起
こ
し

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

例
え
ば
廃
校
活
用
を
い
か

に
す
る
の
か
、
地
域
の
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
廃
校

を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
、
ま

た
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
、
町
北
部
の
交
流

人
口
の
増
加
と
い
う
こ
と

で
、
温
泉
、
自
然
を
活
か

し
て
、
観
光
を
活
用
し
た

新
し
い
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
ジ
ャ

ー
、
子
育
て
支
援
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
母
子
手
帳
の
推

進
、
災
害
時
の
デ
ジ
タ
ル

運
用
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
持
つ
カ
メ
ラ

機
能
、
撮
影
機
能
と
位
置

情
報
を
合
わ
せ
て
取
得
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災

害
支
援
の
即
時
の
通
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
防
災
に
つ

い
て
の
デ
ジ
タ
ル
の
運
用
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
つ
い
て
、
図
書
カ

ー
ド
な
ど
の
町
民
カ
ー
ド

と
し
て
の
利
活
用
な
ど
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
個
別

の
取
り
組
み
は
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
廃
校
等
の
活
用
に

つ
い
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
の
整
備
、
進
出
支
援

事
業
で
、
企
業
が
進
出
す

る
場
合
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で

き
れ
ば
進
め
て
い
き
た
い

が
、
地
域
で
施
設
を
使
い

た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
企
業
と

の
交
渉
な
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
か

ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
と
い
う
点
で
、
先
日
、

全
国
展
開
さ
れ
て
い
る
専

門
学
校
が
廃
校
利
用
に
つ

い
て
視
察
に
訪
れ
ら
れ
た

が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か

け
て
い
き
た
い
。
町
北
部

の
交
流
人
口
、
温
泉
に
つ

い
て
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
ジ
ャ

ー
が
で
き
る
よ
う
に
、
交

付
金
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。
昨
日
も
内
閣
府
と
相

談
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

 

防
災
関
係
は
河
川
情
報

カ
メ
ラ
を
町
内
何
か
所
か

設
置
を
し
て
い
る
。
民
間

会
社
か
ら
防
災
対
応
の
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
つ
け
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
寄
附
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
運
用

は
で
き
て
な
い
。
先
ほ
ど

言
わ
れ
た
ス
マ
ホ
で
消
防

団
員
が
取
っ
て
い
た
だ
く

情
報
と
併
せ
、
運
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

　

母
子
手
帳
の
関
係
は
、

こ
の
春
か
ら
町
は
鏡
野
子

育
て
ナ
ビ
と
い
う
ア
プ
リ

を
導
入
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
等
に

つ
い
て
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
導
入
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

  

デ
ジ
タ
ル
だ
け
で
な
く

て
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ

ル
の
相
互
補
完
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
取
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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答答

岡田 高幸［おかだ たかゆき］ 議員

町内すべての空き家を対象に、外観目視に
よる評価・諸施策の基礎資料とすることを
目的とする

移住定住促進事業、空き家等実態調査について質問質問

答弁答弁
　
　
　
平
成
30
年
く
ら
し

　
　

安
全
課
の
調
査
と
、

今
年
度
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

公
募
し
た
調
査
と
の
違
い

は
、ま
た
、町
内
の
委
託
業

者
と
の
業
務
の
違
い
は
何
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
平
成
30
年
く
ら
し

安
全
課
の
調
査
は
、
基
礎

と
な
る
空
き
家
に
関
す
る

諸
施
策
の
基
礎
資
料
・
空

き
家
調
査
デ
ー
タ
作
成
を

目
的
と
し
て
、
町
内
の
委

託
業
者
に
は
、
空
き
家
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
外
観
の

再
調
査
及
び
、
所
有
者
等

へ
の
意
向
調
査
の
実
施
を

委
託
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
調
査
は
、
現

在
ま
で
に
把
握
で
き
て
い

な
い
新
た
な
空
き
家
及
び
、

利
活
用
可
能
な
空
き
家
を

再
調
査
し
、
現
デ
ー
タ
と

の
一
元
化
を
図
り
、
登
記

簿
情
報
な
ど
に
よ
り
所
有

者
を
特
定
し
て
利
活
用
可

能
な
空
き
家
を
再
調
査
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
今
回
の
調
査
結
果

　
　
を
今
後
の
施
策
に
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
空
き
家
情
報
制
度

の
案
内
・
長
期
お
試
し
住

宅
の
打
診
を
行
い
、
移
住

希
望
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
物
件
情
報

を
少
し
で
も
多
く
提
供
す

る
。

　
　
　
町
内
の
委
託
業
者

　
　
に
聞
き
取
り
を
し
た

が
、
空
き
家
は
あ
る
が
持

ち
主
と
の
交
渉
が
一
番
難

航
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
回
の
調
査
業
者
に
持
ち

主
と
の
交
渉
ま
で
お
願
い

す
る
の
か
、
町
が
担
当
す

る
の
か
、
委
託
業
者
に
丸

投
げ
す
る
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
今
年
度
の
空
き
家

実
態
調
査
は
登
記
簿
情
報

を
取
り
、
所
有
者
の
意
向

調
査
ま
で
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
調
査
で
不
明
な
と

こ
ろ
は
、
町
で
区
長
・
地

区
の
方
々
の
聞
き
取
り
調

査
、
交
渉
を
行
う
。

　
　
　
来
年
度
は
富
地
区

　
　
１
軒
の
計
画
の
予
定

だ
が
、
鏡
野
地
区
の
整
備

は
考
え
な
い
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
移
住
者
ニ
ー
ズ
の

状
況
に
も
よ
る
が
、
来
年

度
は
富
地
区
を
は
じ
め
、

国
庫
補
助
金
を
視
野
に
入

れ
、
３
棟
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。
鏡
野
地
区
は

移
住
希
望
者
が
増
え
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
整
備
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
お
試
し
住
宅
の
管

　
　
理
運
営
は
ど
こ
が
行

う
の
か
。
ま
た
、
期
間
・

家
賃
・
対
象
利
用
者
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
は
、
一
軒
の

み
の
整
備
状
況
の
た
め
、

町
が
行
う
。
軒
数
が
増
え

れ
ば
、
外
部
委
託
も
検
討

す
る
。
ま
た
、
賃
貸
期
間

は
１
年
単
位
、
最
長
10
年

で
更
新
す
る
、
家
賃
は
改

修
費
用
に
も
よ
る
の
で
決

定
で
は
な
い
が
、
月
額
２

万
円
程
度
、
対
象
者
は
町

外
か
ら
の
移
住
希
望
者
、

但
し
災
害
発
生
時
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

　
　
　
確
実
に
移
住
希
望

　
　
者
は
増
え
て
い
る
と

確
信
し
て
い
る
。
「
す
ぐ

に
住
む
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
い
う
理
由
で
、
他

自
治
体
に
流
れ
た
方
も
い

る
。
す
ぐ
に
で
も
移
住
し

た
い
方
へ
の
対
応
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
移
住
希
望

者
に
紹
介
で
き
る
空
き
家

は
、
賃
貸
を
含
め
32
軒
、

移
住
・
定
住
総
合
相
談
窓

口
に
お
い
て
、
民
間
賃
貸

物
件
の
紹
介
も
行
い
、
利

活
用
可
能
な
新
た
な
物
件

の
掘
り
起
こ
し
、
持
ち
主

の
意
向
調
査
に
よ
り
、
多

く
の
移
住
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
幅
広
く
対
応
し
て
、

移
住
・
定
住
総
合
相
談
窓

口
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て

い
く
。

計
画
で
は
、
奥
津
地
区
１
軒
、
上
齋
原
地
区
１
軒
だ
っ

た
が
、
予
算
の
都
合
上
、
上
齋
原
地
区
１
軒
の
み
を
、

長
期
お
試
し
住
宅
と
し
て
、
整
備
内
容
を
計
画
中

お
試
し
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
、

今
年
度
計
画
の
進
捗
状
況
は

質問質問

答弁答弁

問問

答答 答答問問

問問

答答答答 問問問問

答答

問問

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式



省エネの推進と、環境にやさしいエネル
ギーの促進には、再生可能エネルギーの
導入は有効な手段

（仮）JRE鏡野風力発電について質問質問

答弁答弁
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答答答答

難波 達男［なんば たつお］ 議員

　
　
　
鏡
野
町
後
期
基
本

　
　
計
画
の
中
で
自
然
環

境
・
景
観
の
保
全
目
標
の

取
り
組
み
方
針
で
省
エ
ネ

の
推
進
と
環
境
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る

（
仮
）
Ｊ
Ｒ
Ｅ
鏡
野
風
力

発
電
に
対
し
て
の
思
い
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
第
２
次
総

合
計
画
で
省
エ
ネ
の
推
進

と
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
る
。
一
方

で
、
生
活
環
境
の
観
点
か

ら
、
地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
事
案
も
あ
り
、

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
か
ら
地
域
へ
の
十

分
な
説
明
が
必
須
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
風
力
発
電
事
業
に

　
　
対
し
町
の
立
ち
位
置

は
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
町
と
し
て
は
現
在

中
立
の
立
場
、
今
後
環
境

影
響
評
価
法
に
基
づ
き
事

業
者
よ
り
意
見
を
求
め
て

く
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
際
に
町
と
し
て

の
意
見
を
出
し
て
い
き
な

が
ら
こ
の
事
業
は
進
ん
で

い
く
と
思
う
。

　
　
　
風
力
発
電
事
業
に

　
　
対
し
て
町
と
し
て
の

対
応
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
事
業
の
方
針
が
決

ま
っ
て
か
ら
町
と
し
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
べ
き
だ

と
思
う
。
大
変
重
大
な
事

案
で
あ
る
の
で
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
。

　
　
　
事
業
者
と
誰
が
契

　
　
約
を
す
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
事
業
者
と
保
証
会

社
間
の
契
約
を
想
定
し
て

い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
今
後
事

　
　
業
者
に
要
望
や
意
見

を
だ
す
予
定
と
、
町
民
に

対
し
て
の
説
明
は
あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
今
後
は
準
備
書
を

作
成
し
た
後
、
岡
山
県
か

ら
鏡
野
町
に
意
見
照
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
町
と
し
て

の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
る
。
住
民
へ
の
説

明
は
事
業
者
側
に
、
わ
か

り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を

す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い

く
。
事
業
者
側
よ
り
あ
ら

た
め
て
説
明
会
を
調
整
中

と
の
こ
と
だ
。

　
　
　
各
地
区
の
跡
地
利

　
　
用
に
つ
い
て
。

　
　
教
育
長

　
　
　
香
北
地
区
か
ら
は
、

地
区
要
望
書
が
、
上
齋
原

地
区
か
ら
は
、
各
区
の
意

見
・
要
望
が
、
富
地
区
か

ら
は
、
跡
地
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が

そ
れ
ぞ
れ
町
へ
提
出
さ
れ
、

町
と
し
て
各
地
区
の
意
見

を
国
が
実
施
し
て
い
る

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
へ
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
く
。
今
後
、
活

用
希
望
者
と
の
調
整
を
行

い
、
各
地
区
の
要
望
や
特

色
に
あ
っ
た
活
用
が
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　

香
北
小
・
上
齋
原
学
園
・
富
小

学
校
各
地
区
に
意
見
の
取
り
ま

と
め
を
依
頼
し
て
い
る

閉
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

質問質問

答弁答弁

問問問問

答答答答答答 問問問問 問問

問問答答

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問



答答
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

どのように事業計画を具体化してくるかを注視する。
現在のところは公開討論会の開催は考えていない

鏡野風力発電事業について、事業者と専門家、町民と
合同で公開討論会など研修会が必要ではないか

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

　
　
　
低
周
波
音
等
の
健

　
　
康
被
害
に
つ
い
て
は
、

よ
く
勉
強
し
て
み
た
い
と

前
回
答
弁
さ
れ
た
。
理
解

が
深
ま
っ
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
風
力
発
電
施
設
か

ら
発
生
す
る
超
低
周
波
音

と
聴
力
影
響
、
頭
痛
、
耳

鳴
り
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

循
環
器
疾
患
等
の
健
康
影

響
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

国
内
外
で
様
々
な
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
明
ら
か

な
関
連
を
示
す
知
見
は
確

認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、

令
和
２
年
８
月
に
経
済
産

業
省
は
、
風
力
発
電
施
設

に
係
る
環
境
影
響
評
価
項

目
か
ら
低
周
波
音
の
項
目

は
削
除
さ
れ
た
が
、
住
民

の
不
安
を
払
拭
す
る
に
は
、

事
業
者
に
よ
る
環
境
影
響

評
価
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

保
安
林
の
解
除
、

　
　
国
有
林
野
の
貸
付
け

に
は
町
長
の
同
意
書
が
必

要
。
町
が
同
意
を
出
す
立

場
に
な
っ
た
と
き
、
一
般

町
民
に
同
意
書
は
公
表
す

る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
保
安
林
解
除
等
に

つ
い
て
は
、
申
請
手
続
に

町
の
同
意
書
を
添
付
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ
公
表
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

公
表
し
な
い
。

　
　
　
町
長
の
同
意
書
は
、

　
　
一
番
最
後
に
な
る
と

思
う
が
、
計
画
を
ス
ト
ッ

プ
で
き
る
の
は
、
ど
の
あ

た
り
ま
で
が
可
能
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
町
が
反
対
す
る
時

期
と
い
う
の
は
、
準
備
書

の
意
見
書
を
書
く
時
期
で
、

よ
ほ
ど
準
備
書
に
問
題
が

あ
る
と
か
、
地
元
住
民
の

反
対
運
動
が
出
て
い
る
と

か
が
あ
れ
ば
ス
ト
ッ
プ
し

た
事
例
も
あ
る
。
そ
の
時

期
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

反
対
の
意
見
を
申
す
こ
と

は
あ
る
と
は
思
う
が
、
そ

れ
で
事
業
を
業
者
が
止
め

る
か
ど
う
か
は
、
我
々
が

判
断
で
き
な
い
。

　
　
　
富
地
区
で
の
学
習

　
　
会
の
ま
と
め
が
議
員

に
も
届
い
た
。
そ
の
中
に

京
都
大
学
の
竹
門
康
弘
先

生
の
文
書
が
あ
っ
た
。

「
急
峻
な
地
形
に
大
量
の

盛
土
を
す
る
と
、
大
雨
に

よ
っ
て
盛
土
自
体
が
崩
落

し
て
、
土
石
流
の
引
き
金

に
な
る
。
切
土
や
盛
土
の

侵
食
を
防
ぐ
た
め
に
土
壌

改
良
や
舗
装
を
行
う
と
、

雨
水
の
地
下
浸
透
が
阻
害

さ
れ
て
表
面
流
出
が
増
え

る
た
め
、
雨
の
た
び
に
表

土
が
流
出
し
、
谷
底
に
滞

積
し
て
い
く
。
ま
た
、
道

路
建
設
に
よ
っ
て
本
来
斜

面
全
体
に
浸
透
し
て
い
た

雨
水
が
道
路
の
路
面
水
と

し
て
流
出
す
る
と
、
表
面

流
出
の
割
合
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
路
面
水
の
流

出
が
特
定
の
地
点
に
集
中

す
る
結
果
、
ピ
ー
ク
量
の

問問

答答答答 問問 問問

答答

答答

問問

問問

増
大
と
表
土
流
出
の
増
加

を
招
く
。
ま
た
、
谷
底
に

堆
積
し
た
土
砂
が
数
年
に

一
度
規
模
の
大
雨
に
よ
っ

て
、
両
岸
の
土
砂
を
巻
き

込
ん
で
一
気
に
崩
落
す

る
」
と
あ
っ
た
。
大
雨
に

よ
る
被
害
の
可
能
性
を
ど

う
思
う
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
町
長
名
で
提
出
し

た
方
法
書
の
意
見
書
に
、

工
事
用
道
路
に
つ
い
て
、

事
業
完
了
後
も
含
め
、
災

害
対
応
等
の
維
持
管
理
計

画
を
関
係
機
関
と
協
議
す

る
こ
と
と
意
見
を
出
し
て

い
る
。

　
　
　
低
周
波
音
に
つ
い

　
　
て
、
こ
の
夏
視
察
さ

れ
た
六
ヶ
所
村
の
研
修
報

告
に
「
問
題
点
と
し
て
は
、

周
辺
住
民
か
ら
苦
情
、
騒

音
、
低
周
波
等
に
よ
る
体

調
不
良
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
、
低
周
波
に
関
す
る

苦
情
は
、
専
門
家
が
調
査

し
て
も
原
因
不
明
で
対
応

困
難
な
状
況
で
あ
り
、
苦

情
が
増
え
て
い
る
要
因
と

し
て
は
、
設
置
後
に
周
辺

住
民
へ
の
説
明
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
あ
っ
た
。
設
置
後

の
説
明
で
間
に
合
う
と
思

う
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
町
長
意
見
で
、
超

低
周
波
音
を
含
む
低
周
波

音
の
影
響
に
つ
い
て
、
風

力
発
電
機
と
民
家
と
の
距

離
を
十
分
確
保
し
、
そ
の

離
隔
距
離
の
安
全
性
の
根

拠
を
示
す
よ
う
、
意
見
を

述
べ
て
い
る
。
次
の
準
備

書
で
、
業
者
は
対
応
、
記

載
す
る
も
の
と
思
う
。

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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▲オオキンケイギク

▲国民宿舎「いつき」

　
　
　
国
民
宿
舎
「
い
つ

　
　
き
」
の
閉
館
は
６
月

議
会
で
発
表
し
た
が
、
い

つ
ご
ろ
、
ど
こ
で
決
め
ら

れ
た
の
か
。　

　
　
町　
長

　
　
　
大
規
模
改
修
か
ら

25
年
が
経
過
し
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
つ
つ

あ
る
な
か
、
施
設
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
修
繕
工
事

を
重
ね
て
き
た
が
、
根
本

的
な
解
決
に
は
至
ら
ず
、

指
定
管
理
者
の
一
般
財
団

法
人
「
上
齋
原
振
興
公

社
」
内
で
も
協
議
を
重
ね

て
き
た
が
、
最
終
判
断
は

町
長
の
わ
た
く
し
が
行
っ

た
。

　
　
　
２
０
２
０
年
、
指

　
　
定
管
理
者
施
設
管
理

評
価
結
果
で
は
、
担
当
課

は
Ｄ
、
委
員
会
は
Ｃ
で
あ

っ
た
が
、
町
長
と
し
て
ど

う
と
ら
え
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
改
善
へ
の
取
り
組

み
を
促
し
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
評
価
結
果
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
と
し
て
は
、

利
用
客
数
が
数
年
に
わ
た

り
逓
減
（
て
い
げ
ん
）
し

て
い
る
こ
と
や
、
収
支
赤

字
が
連
続
し
て
５
年
以
上

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｄ

判
定
と
し
た
が
、
評
価
委

員
会
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
抜
本
的
な
改
善

で
は
な
く
一
部
改
善
が
必

要
と
判
断
し
、
Ｃ
判
定
と

し
た
。

　
改
善
の
取
り
組
み
へ
の

働
き
か
け
だ
が
、
積
極
的

な
運
営
、
特
に
新
た
な
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
高
清
水
ト

レ
イ
ル
を
利
用
し
た
宿
泊

パ
ッ
ク
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
５
月
に
成
立
し
た

　
　
「
改
正
」
特
定
外
来

生
物
法
で
は
、
特
定
外
来

生
物
対
策
が
自
治
体
の
責

務
と
明
記
さ
れ
た
が
町
と

し
て
こ
れ
か
ら
拡
大
防
止
、

防
除
駆
除
の
取
り
組
み
は

あ
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
今
年
５
月
に
改
正

さ
れ
た
「
特
定
外
来
生
物

法
」
で
は
、
国
と
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
防
除
対
策

の
円
滑
化
に
よ
る
強
化
の

た
め
、
国
の
防
除
体
制
に

加
え
て
、
都
道
府
県
は
特

定
外
来
生
物
に
よ
る
被
害

防
止
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て

は
都
道
府
県
の
施
策
に
準

じ
て
被
害
防
止
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
努

力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
岡
山
県
で
は
改
正

法
施
行
に
向
け
て
、
必
要

な
措
置
を
検
討
中
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
必
要
な
措
置
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

鏡
野
町
と
し
て
も
、
改
正
法
に
従
い
、
都
道
府
県
の

施
策
に
準
じ
て
、
必
要
な
措
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い

「
特
定
外
来
生
物
法
」
で
は
、
特
定
外
来
生
物

対
策
が
自
治
体
の
責
務
と
さ
れ
た
が
、
町
と
し

て
拡
大
防
止
、
防
除
駆
除
の
取
り
組
み
は

質問質問

答弁答弁

答答 問問

答答 問問

問問答答

問問答答

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員 答弁答弁

上齋原振興公社内でも協議してきたが、
最終判断は、本年４月７日、町長が行った

国民宿舎「いつき」の閉館は、いつごろ
どこで決めたのか

質問質問

　
　
　
町
内
に
す
で
に
自

　
　

生
定
着
し
て
い
る

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

の
駆
除
を
行
政
と
町
民
の

協
働
で
、
町
の
自
然
環
境

を
守
る
取
り
組
み
の
第
一

歩
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
全
国
的
に
見
て
も
、

自
生
は
定
着
し
て
お
り
、

現
状
に
お
い
て
駆
除
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
と
考

え
る
。
各
地
域
で
可
能
な

範
囲
で
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

合
宿
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
へ
の
取
り
組
み
の

提
案
を
行
い
、
実
際
に
関

西
圏
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

答答 問問

答答

〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。

飯綱 洋平［いいづな ようへい］ 議員

民間業者が持つノウハウを効果的に
取り入れるメリットが大きいため

放課後児童クラブを民間委託する理由は質問質問

答弁答弁
　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
ブ
を
民
間
委
託
に
移

行
す
る
経
緯
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
検
討
さ
れ
た
背

景
、
現
在
の
町
営
施
設
の

課
題
、
委
託
に
よ
り
解
消

さ
れ
る
課
題
、
年
間
予
算

は
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
方
分
権
が
進
む

に
つ
れ
自
治
体
職
員
の
業

務
は
複
雑
化
し
、
多
様
化

す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
鏡
野
町
は
民

間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

に
任
せ
て
い
く
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
対
象
を
６
年

生
ま
で
拡
大
し
た
平
成
31

年
度
頃
か
ら
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
た
が
、
そ
の
時

点
で
は
民
間
事
業
者
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、

検
討
に
至
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
に

は
、
大
野
学
区
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
拡
大

や
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
の
増
加
等
に
よ
り
、
指

導
員
の

確
保
が

厳
し
く

な
っ
た
。

年
々
全
国
的
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
の

流
れ
が
進
み
、
事
業
者
も

増
え
、
複
数
の
中
か
ら
よ

り
よ
い
事
業
者
を
選
択
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

き
た
。
令
和
３
年
度
の
終

わ
り
頃
か
ら
、
町
に
も
事

業
者
が
営
業
に
来
る
よ
う

に
な
り
、
令
和
４
年
度
に

入
り
、
複
数
の
事
業
者
か

ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
担
当
職

員
の
配
置
の
変
更
が
必
ず

あ
る
こ
と
や
他
の
自
治
体

の
意
見
も
聞
く
中
で
、
令

和
５
年
度
か
ら
の
実
施
が

適
当
で
あ
る
と
判
断
を
し

た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
な
っ
た
。

　
見
直
し
の
対
象
と
な
っ

た
背
景
・
現
状
の
課
題
は
、

人
員
確
保
が
難
し
い
こ
と
、

均
質
か
つ
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
必
要
な
指
導
員

の
資
質
向
上
、
充
実
し
た

研
修
の
実
施
が
町
単
独
で

は
難
し
い
こ
と
、
適
正
な

人
員
配
置
が
困
難
で
管
理

費
が
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
民
間

業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

効
果
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
解
消
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
独
自
の

学
習
、
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
保
護
者
連
絡
ツ
ー
ル

の
導
入
な
ど
、
保
護
者
や

児
童
に
は
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
な
り
、
民
間
委
託
に
移

行
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
と
考
え
る
。

　
年
間
予
算
は
、
令
和
４

年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
事
業
費
は
、
当
初
予
算

で
１
億
５
百
万
円
、
こ
の

う
ち
光
熱
水
費
や
利
用
料

徴
収
に
係
る
費
用
等
を
差

し
引
き
、
委
託
業
務
に
相

当
す
る
額
は
約
１
億
円
と

な
る
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
者
は
、
独
自
の
コ

ス
ト
削
減
を
図
り
な
が
ら

事
業
管
理
等
を
算
出
し
て

お
り
、
約
１
億
円
か
ら
１

　
　
　
役
場
や
中
央
公
民

　
　
館
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

館
等
日
常
的
に
多
く
の
利

用
が
あ
る
公
共
施
設
の
外

部
に
休
憩
の
た
め
の
ベ
ン

チ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。 　

　
町　
長

　
　
　
来
場
者
の
障
害
に

な
ら
な
い
場
所
に
、
町
産

材
を
使
用
し
た
木
製
等
の

ベ
ン
チ
を
試
験
的
に
設
置

す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

木
製
等
の
ベ
ン
チ
を

試
験
的
に
検
討
し
た
い

公
共
施
設
の
外
部
に
ベ
ン
チ
を

設
置
し
て
は 

質問質問

答弁答弁

問問

答答

問問 億
１
千
５
百
万
円
の
概
算

見
積
り
を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
額
は
今
後
精
査
さ
れ
、

契
約
額
は
よ
り
低
く
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
委
託

後
の
予
算
は
、
引
き
続
き

町
が
負
担
す
る
光
熱
水
費
、

利
用
料
金
徴
収
に
係
る
費

用
等
と
委
託
費
を
合
わ
せ

た
金
額
と
な
る
。

　
　
　
委
託
業
者
に
町
の

　
　
方
針
や
保
護
者
の
思

い
が
伝
わ
り
に
く
い
の
で

は
な
い
か
。
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
委
託
事
業
者
と
は
、

業
者
選
定
終
了
後
、
直
ち

に
細
か
な
打
合
せ
を
再
度

に
わ
た
り
行
う
。
そ
の
際
、

仕
様
書
に
加
え
て
町
の
方

針
、
保
護
者
、
指
導
員
か

ら
の
意
向
を
伝
え
、
で
き

る
限
り
事
業
の
実
施
に
反

映
す
る
よ
う
協
議
を
行
う

予
定
。
ま
た
、
委
託
後
も
、

事
業
者
か
ら
必
要
な
報
告

を
受
け
る
と
と
も
に
、
保

護
者
や
指
導
員
か
ら
の
要

望
・
苦
情
等
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
委
託
業
者
と
協

議
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ

て
は
改
善
を
求
め
、
適
切

な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
に
努
め
る
。

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答答答答答答

答答答答答答 問問問問

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

今年度中に、鏡野町立中学校部活動地域連携検討委員会
を立ち上げ、今後の部活動のあり方を協議していく

部活動に関わりたい生徒が不利益を受けず、部活動に
携わる教員の働き方負担にどのように取り組むのか

質問質問

答弁答弁
　
　
　
教
員
の
超
過
勤
務

　
　
実
態
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　

令
和
４
年
度
で
、

月
45
時
間
以
上
の
超
過
勤

務
を
行
っ
た
教
職
員
は
常

態
化
し
て
い
る
。

　
　
　
教
員
の
業
務
負
担

　
　
軽
減
に
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
図
る
た
め
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
事

務
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　
　
　
現
在
、
学
校
か
ら

　
　
家
庭
へ
の
連
絡
事
項

は
紙
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
促
進
と

し
て
、
ｕ
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
メ
ー

ル
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
添
付
機
能

を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
添
付
は
可
能
。
現

在
は
２
メ
ガ
と
容
量
が
小

さ
い
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
か
前
向
き

に
検
討
を
す
る
。

　
　
　
今
後
の
部
活
動
の

　
　
あ
り
方
と
教
員
の
働

き
方
改
革
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
４
年
６
月
と

８
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ

ー
ツ
庁
と
文
化
庁
か
ら
、

令
和
７
年
度
を
目
途
に
地

域
へ
移
行
す
る
と
の
提
言

が
あ
っ
た
。

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら
、

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行

に
す
る
た
め
に
は
今
度
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と

な
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
鏡
野
町
立
中
学
校

部
活
動
地
域
連
携
検
討
委

員
会
設
置
に
向
け
取
り
組

む
。
検
討
委
員
会
で
は
、

休
日
の
指
導
員
の
確
保
に

向
け
、
運
動
部
は
ス
ポ
ー

ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
文
化
部
は
町
文
化
協

会
に
協
力
を
求
め
、
協
議

し
て
い
く
。

　
　
　
鏡
野
町
立
中
学
校

　
　
部
活
動
地
域
連
携
検

討
委
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
、
教
育
行
政
機
関
関

係
者
、
学
識
経
験
者
を
有

す
る
合
計
15
名
以
内
の
メ

ン
バ
ー
と
な
る
。

　
　
　
今
年
度
の
４
月
に

　
　
実
施
さ
れ
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
が
７
月
28
日
に
公
表
さ

れ
た
。
鏡
野
町
の
学
習
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
内
小
学
校
６
年

生
は
全
国
平
均
よ
り
低
い

結
果
と
な
り
、
中
学
校
３

年
生
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
レ

ベ
ル
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
２

学
期
よ
り
強
く
学
校
に
お

願
い
し
て
い
く
。

　
　
　

鏡
野
町
と
し
て
、

　
　
国
語
、
算
数
・
数
学
、

理
科
の
理
解
度
水
準
点
を

ど
こ
に
求
め
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
鏡
野
町
総
合
計
画

の
中
に
も
示
し
て
あ
る
よ

う
に
、
令
和
７
年
度
に
は

全
国
平
均
を
１
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
水
準
目
標
を
持
っ

て
お
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　
学
習
状
況
は
ど
の

　
　
よ
う
な
結
果
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
肯
定
的
回
答
割
合

に
つ
い
て
は
、
鏡
野
の
子

供
達
は
、
自
分
の
こ
と
を

認
め
て
い
る
と
い
う
結
果

割
合
が
非
常
に
多
い
と
い

う
こ
と
に
正
直
安
堵
し
て

い
る
。
し
か
し
、
学
習
の

状
況
割
合
に
つ
い
て
は
問

題
が
あ
り
、
家
庭
学
習
時

間
が
全
国
平
均
よ
り
低
い
。

そ
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ゲ

ー
ム
や
テ
レ
ビ
に
時
間
を

費
や
す
割
合
が
高
い
。

　
　
　
３
学
期
初
め
に
は
、

　
　
町
内
の
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
、

国
語
と
算
数
・
数
学
に
お

い
て
、
町
独
自
の
「
鏡
野

町
標
準
学
力
調
査
」
を
行

う
計
画
が
あ
る
が
、
全
国

の
学
力
調
査
と
は
ど
の
よ

日
々
の
授
業
を
改
善
し
、
児
童
・
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・

能
力
を
明
確
に
し
た
授
業
と
、
き
め
細
か
い
指
導
を
積
み
重
ね
て
い
く

令
和
4
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら
、
今
後
の
教
育
方
針
や

学
習
要
項
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

質問質問

答弁答弁

問問問問問問問問

答答答答 問問

答答

答答

問問問問

問問

う
な
違
い
が
あ
り
、
こ
の

調
査
で
、
鏡
野
町
は
ど
う

い
う
教
育
方
針
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
県
内
で
も
こ
の
取

り
組
み
は
少
な
く
め
ず
ら

し
い
。
現
在
、
指
導
主
事

の
助
言
も
あ
り
、
１
、
２

学
期
の
テ
ス
ト
状
況
を
確

認
し
て
、
３
学
期
最
終
に

は
、
成
果
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
確
認
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
テ
ス
ト

を
受
け
る
と
い
う
気
構
え

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
前
向

き
に
学
習
に
取
り
組
む
姿

勢
が
出

て
く
る

意
味
合

い
か
ら
、

こ
の
取

り
組
み

を
昨
年

か
ら
行

っ
て
い

る
。

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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声

広広 場場
の

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

声 団地グループさんより
匿名

　毎年、除雪のあとの雪の捨て場所に困って
いました。
　グループでのお願いが実り、住宅裏のフェン
スが雪対策用フェンスになりました。これで、
雪捨て場所に困ることなく暮らせます。小さ
な声を届けてくれてありがとうございました。

声 もみじさんより
匿名

　道の駅奥津温泉から奥津ゴルフ倶楽部へ向か
う道は、基幹林道ですが、その道の白線が全く
消えていて、カーブの多い道にゴルフ場に向か
う方や、ツーリングのバイクも多く、往来に危
険を感じていました。この春、きれいな白線が
引かれました。ありがとうございます。

 
委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ14 議会用語
議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議会の議決に要する事件について、本会議での審議を効率的に行うために、
議会の議決に先立って詳しく検討するために、所管の常任委員会、議会運営委員
会または特別委員会に議案等の専門的な審査や調査をゆだねることを言います。

そ
・
そ
ん
な
に

き
れ
い
だ
な
ん
て

ち
ょ
っと

頭
も
診
と
き

ま
す
か
…

き
れ
い

  

で
す
ね

や
っ
ぱ
り

き
れ
い
で
す

音
も

き
れ
い
だ

編
集
後
記

　

山
々
の
木
々
も
秋
色
に
な
り
、
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。
「
か
し
の

木
」
第
14
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
で

は
主
に
９
月
会
議
の
議
案
や
一
般
質
問
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
会
議
最
終
日
に
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
活
発

な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
こ
と

は
鏡
野
町
ら
し
い
ク
ラ
ブ
を
存
続
さ
せ
、

子
ど
も
の
居
場
所
を
守
る
こ
と
で
す
。
今

後
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
流

行
の
た
め
第
７
波
が
起
こ
っ
た
夏
と
比
べ

る
と
、
感
染
者
数
も
ピ
ー
ク
時
よ
り
減
少

傾
向
へ
と
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
依

然
感
染
へ
の
脅
威
は
収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
我
慢
が
必
要
な
よ
う
で
す
。
コ

ロ
ナ
疲
れ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
心

身
と
も
健
や
か
に
お
過
し
く
だ
さ
い
。

（
飯
綱　

洋
平
）

委員会付託とは

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

12月５日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、12月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【問合せ先】議会事務局  電話0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

９

月

会

議

一
般
会
計
決
算
報
告

７

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告




